
１ はじめに 

 今年度、当校は授業づくりにおいて「意欲的

な学び合い」に主眼を置き、子どもたちが自ら

の力を育み、自らの能力を引き出し、主体的に

判断し、行動する姿を目指している。 

本実践では、児童の学習意欲を高めるために、

課題の工夫を行った。児童が「これならできそ

うだ」、「やってみたい」と思える課題を設定す

ることで、学習に意欲的に取り組めるようにし

た。また、全員が主体的に学習に参加できるよ

うにするために、話し合い活動の工夫を行った。

個人思考の場を設け、その後の班での意見集約

の際に、全員の意見が反映されるようにした。 

 

２ 指導のポイント 

（１） 課題の工夫 

本実践では「解が多数ある」、「解決の見通し

がもちやすい」という２つの視点から、発展的

な課題を設定した（図１）。 

（２） 話し合い活動の工夫 

 発展課題では、児童の主体性を育む場として、

初めに個人思考の場を設定した。また、集約の

際には同様の考えを重ねて貼ることで、個人の

考えが残るようにした。最後に、班で相談しな

がら実験を行った（図２）。 ＜図１ 課題の工夫＞ 

「課題と話し合いの工夫で、児童が意欲的に学び合う授業」 
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＜図２ 話し合い活動の工夫＞ 

 

３ 授業の実際 

 児童は、前時までにおもりをつるす距離を限

定した実験を通して、てこが水平につり合うき

まりを学習している。 

本実践では、同じ条件のてこ実験機を提示し、

児童に次のように問いかけ、確かめさせた。 

 

 

 

 

  

 

 

 児童は、てこは左右のうでを傾ける働きの合

計が等しい時に、水平につり合うことを予想し

た。そこで、次の課題を提示した。 

 

 

 

 

 提示された課題に対して児童は個人思考をし、

次のように話し合い活動を行っていった。 

何度も繰り返し実験し、意見を交流すること

で、てこが水平につり合うのは、左右のうでを

傾ける働きの合計が等しい時であることを確認

し、きまりを理解することができた。 

【授業後の感想】 

 

 

４ おわりに 

 本実践では、児童の意欲を高め、主体的に学

習に取り組める姿を目指した。児童が夢中にな

って組み合わせを考えている姿や、授業が終わ

った後も「そっちの班は何通り見つけた？」と

話している姿から、児童は意欲的・主体的に学

ぶことができたと考える。 

今後は、更に児童の意欲を高める課題の追究

をし、話し合い活動を効果的に行うことができ

る学習形態の工夫などに努め、授業改善に取り

組んでいきたい。 

支点からの距離が４、おもりの

重さが２０ｇの時、てこが水平に

つり合うおもりのつるし方は、全

部で何通りあるだろうか。 

他に、つり合うおもりの 

つるし方はないだろうか。 

おもりを分けてつるしても、 

つり合っている。 

これにもきまりがありそう。 


